
【導入】 

 

「皆さん、原発は日本に必要だと思いますか？」 

 

「まぁ、必要だろう。」 

去年、高校の授業で問われ、みんな、なんとなく答えました。 

なぜそう答えたのか分からない、真剣に考えたこともありませんでした。 

 

原発について知っていたのに、私も、周囲も、確かな意見を持っていなかった。 

実際に調べてみると約 7割の人が原発問題に関心はない、と答えていました。 

その時、本当に、情けなさを覚えている自分がいたんです。 

 

本弁論では、原発が将来に与える影響を指摘し、私たちが、その問題について真剣に考え、

動き出す必要性を訴えます！ 

 

【現状】 

 

現在、日本では９基の原発が稼働しています。 

それらは、国内の総発電量の約７％を担っており、私たちの生活を支える重要な発電方法で

す。 

 

一方で、原発には大きな問題もあります。 

それは、原発の核燃料は非常に危険であるという問題。 

 

実際に、福島の原発事故では、燃料が発する放射線により、今なお被害が発生し続けていま

す。 

  

また、核燃料の問題は事故だけではありません。 

 

私たちは、核燃料の利用によって、将来に負担を押し付けてしまっているのです。 

それは、核廃棄物が将来世代にもたらす、負担です。 

 

核廃棄物とは、1基の原発から年間で 10 トン以上生み出される、使用済み核燃料などの、

人体に有害な物質のことを指します。 

その危険性は、廃棄物に直接触れると 20秒で死に至るほどです。 



そのため、廃棄物の温度管理など、極めて慎重な保管が必要になります。 

また、災害の多い日本において、100％安全な場所は存在しません。 

つまり、災害や地下水などでの、廃棄物の漏洩にも常に警戒しなければならないのです。 

 

 

 

そして、それら廃棄物を安全に無害化するためには、原発と同程度の厳重な管理が 300年、

外部からの監視が２万年から３万年必要とされています。 

現在、国内の廃棄物は約 1万 6千トン、その管理費用は 4兆円にものぼると試算されてい

ます。さらに、今後も原子力発電を使用する限りそれらは、さらに増え続けることになります。 

 

この現状に対して政府は、大規模な保管施設を建設し、対応する方針です。 

しかし、それが完成したとしても、30年後には、さらにもう一つ、保管施設が必要となります。 

このままでは保管施設が増え続けるのみで、根本的な解決はできません。 

 

つまり、この方針では、何千世代先にまでも、ふくらみ続ける管理コストを負担させることにな

るのです。 

                             

 

【問題点】  

 

先人から受け継いだこの社会。 

我々には、その社会をより良くするために、行動する責任があります。 

 

少しでも良い社会を後世に残そうと、もがき実現していく。 

私たちの社会はこうして発展してきました。 

 

しかし、原発の利用は後世の負担になります。 

原発は後世に負担を残すと分かったのに、後世のための行動を起こさない。 

これは、あまりにも無責任ではないでしょうか。 

 

我々が、今を生きる世代としての責任を果たし、行動を起こさなければならないのです！  

 

【理念】 

  



私が目指すもの。 

その根本にあるのは、明るい未来の実現です。 

  

過去を生きた人たちは、今を生きる私たちの幸せを願ってきてくれました。 

私たちも、未来を生きる人たちのために汗を流そう、責任を果たそう、そんな考えのもとに動

いて初めて、明るい社会を築き上げることができるのです。 

 

原発からの脱却もその責任の一つ。 

今、私たちがこのまま原発を利用し続けるのか、一歩踏み出すのか。 

勇気ある一歩は、きっと明るい未来に繋がります。 

 

今、原発の便利さを享受し、 

今まさに、その問題を知った私たちが。 

今すぐ、動き出すことが必要なのです。 

  

 

  

【原因】 

それでは、なぜ原発は今も利用されているのでしょうか。 

 

それは、政府が『エネルギー基本計画』で定めた「燃料産地を分散できること」「経済的である

こと」「環境負荷が低いこと」、これら３つの原則を、原発が満たしているからです。 

 

  

【プラン】 

つまり、現在稼働中の 9基の原発を廃止するには、それらの「3原則」を満たした発電方法で

代替しなければなりません。 

 

そこで私は、再生可能エネルギーでの代替を提案します。 

 

詳しく説明します。 

 

まずは、原発の順次廃炉を行います。 

計画中の全ての原発建設を取り止め、寿命を迎えた原発から順次廃炉します。 

原発の寿命が 40年であることを踏まえると、この方法で全ての原発が廃止されるのは 2043

年となります。 



  

また同時に、再生可能エネルギーによる原発の代替を進めます。 

原発が完全に廃止される 2043年までに、太陽光と風力発電所を倍増させ、原発を代替しま

す。 

 

環境省によると、日本における太陽光や風力発電の導入可能量は 20億キロワットと、原発

の代替には十分な量とされています。 

この数字は経済性や環境への影響も考慮した数字であり、太陽光や風力での代替は十分に

可能と言えます。 

 

太陽光や風力は二酸化炭素を排出しませんし、燃料を輸入に頼る必要もありません。 

 

また、原発を太陽光・風力発電で代替すると、発電コストを、1年間では約 2兆円、削減する

ことができる試算です 

つまり、太陽光や風力発電は原発と比べても経済的と言えます。 

   

   

このことより、太陽光や風力は先に述べた「3原則」をおおむね満たしていると言えます。 

 

そもそも、電力というものは、必要な時にちょうど必要な量を発電しなければなりません。 

しかし、自然の影響を受ける太陽光や風力は、発電量の細かな調節が困難であるという、大

きな欠点を抱えています。 

 

そこでこの欠点を補うための、もう一つのプランを提案します。 

 

それは、石炭火力 7基をガス型火力に移行することによって、細かな調整を可能にするとい

うものです。 

ガス型火力とは、石炭火力に比べて、細かな出力の調整が容易な発電方法です。 

ガスコンロと、七輪。 

どちらの方が、細かな火力の調節が簡単かを想像していただけば分かりやすいと思います。 

 

ですから、太陽光や風力の発電量の変化に合わせて、ガス型火力の出力を細かく調整すれ

ば、必要な時に必要な量ちょうど電気を発電することが可能となります。 

また、欧州ではすでに、このような調整方法が確立されています。 

 

このプランにかかるコストは全て合わせて、原発 3基分。今、建設が計画されている原発は 



6基あるので、変えようという意思さえあれば、不可能な数字ではありません。 

 

まとめると、 

原発を再生可能エネルギーで代替し、その際、発生する需給調整の問題は、ガス型火力で

補う。 

そうすることで、私たちは負担なく、後世への責任を果たすことができるのです。 

  

 

【締め】 

 

脱原発。 

これは、現在世代への負担なく、実現することができます。 

つまり、私たちに最も必要なのは、今を変えようという意思です。 

３万年後の子供たちの笑顔のために、動こうという意思です。 

 

一人ひとりが将来に対する責任を真剣に考え、確かな意思を持った時に初めて、この政策は

実現へと向かいます。 

 

実際にドイツでは、40年間真剣に原発の議論を続けた結果、原発からの脱却に舵を切りまし

た。 

 

だからこそ、確かな意思を持つことができたなら、私たちはきっと、数百年、数千年、数万年後

の未来を変えることができる！ 

きっと、３万年先の人々を笑顔にできる！ 

 

そう、私は信じています 

 

ご清聴ありがとうございました。 

 


